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本研賞については絶え守御指導を賜った岡山大学農学部司祭川忠吉教授並に本文中に引用
させて頂いた多くの方荷の御厚意に厚く御礼申上げる.向本種の分布ととれが気候的要因
との関係については将来精しく論守る積りであるから今回は速報的に只新事実だけをのペ
るに止めたとの研究要旨は 1952年日本昆虫学会第12回大会(盛岡市)， 1954年日本動物
学会中国四国支部第8回例会(岡山市)，周年日本昆虫学会中国支部第2回例会(岡山市)
にたいて既に発表済である.
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